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株式会社 もみじ銀行 

 

 

地域のお客さまの脱炭素経営に向けたご支援について 

～株式会社サンケンフロントの中小企業版ＳＢＴ認定取得～ 

 

 もみじ銀行（頭取 平中 啓文）は、持続可能な社会の実現に向け、カーボンニュートラルを目指す

地域のお客さまの課題解決に取り組んでおります。 

この度、山口フィナンシャルグループの子会社であるワイエムコンサルティング（代表取締役  

宮川 泰一）の支援を通じ、株式会社サンケンフロント（代表取締役社長 下枝 良輔）は中小企業版

ＳＢＴ※１の認定を取得しましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

当行は、地域の皆さまと共に歩み、共に成長するため、様々な事業活動を通じて、多様な課題の 

解決に取り組み、地域の価値向上を実践していくことにより、持続可能な社会の実現に貢献してま

いります。 

記 

 

１．ＳＢＴ認定された株式会社サンケンフロントの温室効果ガス削減目標 

Ｓｃｏｐｅ１、２排出量※２を２０３０年に２０２３年度比４２％削減 

 

２．株式会社サンケンフロントについて 

企業名 株式会社サンケンフロント 

所在地 広島県広島市中区南吉島１丁目２－４０ 

代表者 下枝 良輔 

業 種 金属製建具製造業 

サステナビリティ

向上に向けた 

取り組み等 

当社は創業以来３９年間、ビル用サッシの設計・製作・施工を主とし

てきましたが、近年は『サッシ屋にできる最大限の社会貢献』をテーマ

に、環境負荷を低減したガラスに替わる素材(ポリカーボネート製壁面パ

ネル)を使用して消費電力を削減し、カーボンニュートラル社会の実現に

繋げる取り組みを事業化しました。 

社内における温室効果ガス削減に向けては、高効率空調への転換を進

めると同時に、使用電力を再エネ電力契約に切り替えることで、まずは

年間１００ｔ近くある自社のＣＯ₂排出量のうち、４０ｔ以上を削減いた

します。また、サプライチェーン全体においても、引き続き上場企業を

はじめとする取引先等と連携してカーボンニュートラルの達成に向けた

取り組みを推進してまいります。 

(※１)中小企業版ＳＢＴ認定：ＳＢＴｉが認定するパリ協定に整合した温室効果ガス削減目標。 

中小企業が取り組みやすいよう中小企業版のガイドラインに則り実施。ＳＢＴｉは世界自

然保護基金（ＷＷＦ）、ＣＤＰ（旧カーボンディスクロージャープロジェクト）、世界資源研

究所（ＷＲＩ）、国連グローバル・コンパクト（ＵＮＧＣ）による共同イニシアティブ。 

(※２)Ｓｃｏｐｅ１：自社での燃料の使用や工業プロセスによる直接排出量。 

Ｓｃｏｐｅ２：自社で他社から供給された電気、熱、蒸気を使用した事による間接排出量。 
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３．山口フィナンシャルグループのマテリアリティ 

山口フィナンシャルグループは、持続可能な社会の実現に貢献していくために、「グループ   

サステナビリティ方針」を策定し、この方針に基づき、重点的に取り組むべきＥＳＧ課題であ  

る「マテリアリティ」を特定しております。本件は、１２のマテリアリティの中で⑥「大気汚  

染・気候変動への対応」の実現に資する取り組みです。 

 

                  

以 上 

 

                                    

  

 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

ワイエムコンサルティング 担当：岡 

ＴＥＬ：０８０－３２４７－２２４２ 

もみじ銀行 事業性評価部 担当：神田 

ＴＥＬ：０７０－１４３０－２８３３ 


